　　　　　利用者主体の地域資源開発マップ作成のためのワークシート（記入方法）
１　利用者のライフプラン

	どのような想いを持っているか？（趣味の写真を活かしたい：小さい子は気味悪がる）
どのようにしてその想いを実現していくか？【段階的目標のクリアを含む】（写真愛好家との交流による技術向上：展示会に出品して堂々と評価を受けてみたい）
地域とどのように関わって行こうとしているか？（子どもたちに写真の面白さを伝える：これなら子どもにも障がいが怖くないことが伝わるかも）


２　利用者自身のパワーと開発方法
	地域で生活していくための利用者のプラス要素は何か？
プラス要素を強化したり、マイナス面をプラス面に変えていくためにどんなことが出来るか？


３　セルフヘルプグループの可能性と開発方法
	同じような障害を持つ仲間との交流はあるか？
利用者を支えようとするグループはあるか？

どのような交流をしているか？
その交流を広げたり強くするにはどうしたらいいか？


４　地域住民（世話焼き、情報屋、受入屋、友人同僚など）のパワーと開発方法
	地域住民個々の関わりはどのようなものがあるか？
今、関わっていなくても世話焼きや受入れをしそうな人はいるか？
その人には具体的にどのような役割が期待できるか？
その役割を引き出すためにどのような仕掛けをしていくか？



５　地域環境（公共機関、地域団体、商店、地域サークルなど）の資源性と開発方法
	地域団体や公共機関の関わりはどのようなものがあるか？

今、関わっていなくても関われそうな団体はあるか？

その団体には具体的にどのような役割が期待できるか？

その役割を引き出すためにどのような仕掛けをしていくか？

溜まり場として使えそうな場所はあるか？
どのようにすれば面白い場となるか？


６　利用者資源マップ

	1　利用者の自宅～職場など活動している地域の地図に社会資源を示す
[image: image1.png]


2　その資源と利用者の関わりを書き込む
[image: image2.wmf][image: image3.png]
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７　ネットワークづくりの手法
	利用者のエンパワメントや権利擁護を地域で実現するためのネットワークとはどんなものか？

そのために誰（何）と誰（何）をどのようにして結び付けていくのが有効か？
結び付けられた資源が以前よりパワーアップするための仕掛けは？

隠れた資源が使える資源となるための工夫は？
利用者がそれと気付かないぐらい自然な形の支援ネットワークになるか？
安定したネットワークとして成長するためにどんな工夫をしていくか？




案1　月１回はハイキングと撮影





写真サークルがある





仕事は工場での清掃





案3　小学校で写真展と写真教室





案2　仲間と自宅で食事会








